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七
七
年
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前
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の
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（二
七
）

奈
―

平

城

宮

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
七
八
次
調
査
南
区
　
一
九
七
三
年

（昭
４８
）
四
月
―
七

月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
坪
井
清
足

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
に
は
中
央
区
と
東
区
の
二
つ
の
大
極
殿

。
朝
堂
空
間
が
あ
り
、
複
雑

な
変
遷
を
辿
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
内
裏
は
、
称
徳
天
皇

の
西
宮
の
時
期
を
除
い
て
継
続
し
て
東
区
北
方
に
営
ま
れ
、
六
時
期
の
変
遷
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
女
帝
や
太
上
天
皇
の
存
在
に
よ
つ
て
、
そ

の
様
相
が
平
安
宮
の
内
裏
と
大
き
く
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
奈
良
時
代
を
通
じ

て
大
き
な
変
遷
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
安
宮
の
内
裏
の
原
形
が
成
立
す

る
の
は
、
初
め
て
内
裏
に
後
官
が
設
け
ら
れ
た
Ｖ
期
の
光
仁
朝
以
降
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

さ
て
、
内
裏
地
域
の
発
掘
調
査
で
は
、
調
査
面
積
の
割
に
木
製
品
の
出
上
が

少
な
く
、
計
二
四
点
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
う
ち
今
回
報
告
す
る
木
簡

を
含
む
三
二
点
が
井
戸
Ｓ
Ｅ
七
九
〇
〇
枠
内
の
遺
物
で
あ
る
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
七
九
〇
〇
は
、
内
裏
東
端
中
央
部
に
位
置
す
る
内
裏
内
唯

一
の
井

戸
で
、
上
下
三
段
の
井
戸
枠
を
も
つ
。
下
段
の
円
形
井
戸
枠
は
、
ス
ギ
の
一
木

到
り
抜
き
で
、
外
径
約

一
・
六
五
ｍ
内
径
約

一
。
三
ｍ
厚
さ

一
五
―
二
〇
針
。

上
段
の
方
形
横
板
組
の
井
戸
枠
は
、
南

。
東

・
西
の
三
面
に
遺
存
し
、
長
さ
約

一
・
六
―

一
・
七
ｍ
高
さ
約
二
〇
∽
、
厚
さ
は
現
状
で
三
１
四
卿
あ
る
。
井
戸

枠
の
据
付
掘
形
は

一
辺
約
三

・
五
―
三

。
人
ｍ
の
隅
九
方
形
で
、
深
さ
は
約

二

・
七
ｍ
あ
り
、
底
に
礫
を
敷
き
詰
め
井
戸
枠
を
据
え
て
い
る
。
井
戸
枠
は
奈

良
時
代
を
通
じ
て
改
修
の
痕
跡
は
な
い
が
、
内
裏
の
区
画
施
設
を
掘
立
柱
塀
か

ら
築
地
回
廊
に
改
修
す
る
の
に
伴

っ
て
周
辺
の
盛
土
造
成
が
行
な
わ
れ
、
外
周

に
石
敷
き
の
洗
場
が
設
け
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｅ
七
九
〇
〇
は
よ
く
清
掃
が
行
き
届
き
、
出
土
遺
物
は
少
な
い
。
木
製
品

は
、
掘
形
か
ら
出
土
し
た
曲
物

一
点
以
外
は
い
ず
れ
も
井
戸
枠
内
の
も
の
で
、
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木
簡
以
外
に
は
、
斎
串
、
木
錘
、
櫛
、
曲
物
の
底
板
や
蓋
板
、
曲
物
の
側
板
を

二
次
利
用
し
た
朱
の
付
着
痕
跡
の
あ
る
用
途
不
詳
板
材
が
あ
る
。
金
属
製
品
に

は
銅
鉾

（丸
輛
表
金
具
）、
和
同
開
珠

。
榊
功
開
宝

・
隆
平
永
宝
各

一
点
な
ど
、

土
器
は
内
裏
廃
絶
後
の
時
期
の
も
の
が
少
量
出
土
し
て
い
る
。
瓦
に
は
隅
軒
平

瓦
や
隅
平
瓦
が
あ
る
ほ
か
、
井
戸
の
周
辺
か
ら
は

「司
」
の
刻
印
の
あ
る
瓦
が

四
点
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「
§
坐画
）

（墨
画
）

□白
物

目掲 自 白
物 物
桶 桶

『《(解』
尽□

・
「日

Ｈ

『
Ｐ
×

（
］
∞
）
×
卜
　
ｏ
∞
〕

上
下
両
端
と
も
円
弧
状
に
削
り
出
さ
れ
て
お
り
、
曲
物
底
板
の
断
片
の
可
能

性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
の
復
原
径
は
七

・
一
∽
と
な
る
が
、
上
端
の
削
り
方
が

粗
く
、
断
定
は
で
き
な
い
。
白
物
桶
は
不
詳
。
「奈
（
波
」
は
難
波
津
の
歌
の

一
節
の
可
能
性
が
あ
る
。
表
面
上
部
に
は
墨
画
と
思
わ
れ
る
も
の
が
み
ら
れ
る

が
、　
一
部
欠
失
し
て
お
り
、
何
を
描
い
た
も
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
�
』
盆
九
九
一年
）

（渡
辺
晃
宏
）




